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日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）

講談社 永井祥一
（日本出版インフラセンター広報担当運営委員）

ＵＲＬ http://www.jpo.or.jp

出版業界における

電子タグ利活用の期待と課題
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導入議論の背景
• 書店の万引き被害

＊平均被害額 ２１２万円

（平成１４年１０月経済産業省アンケート調査）

＊平均年商 １０,３３０万円 （書店数２２,６９０店）
（平成１４年度経済産業省商業統計）

＊平均経常利益 ２２万円

（平成１5年度版「書店経営の実態」）

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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導入議論の契機
• 書店からのソースタギング要請

＊万引き防犯タグ（ＥＡＳタグ）

＊製本段階での装着

• 業界内での検討組織の設置

＊ＩＣタグ研究委員会（日本出版インフラセンター）

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）

ＩＣタグ導入論
（防犯以外のメリット追求）
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導入検討の組織
「製造～販売」の業界５団体で構成

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）

日本出版インフラセンター

書籍出版協会 雑誌協会 取次協会 書店商業組合 図書館協会

ＩＣタグ研究委員会

貸与ビジネス研究委員会

出版在庫情報整備研究委員会

ビジネスモデル研究委員会

ＩＣタグ技術協力企業コ
ンソーシアム
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ICタグ研究委員会ICタグ研究委員会

事務局 委員長 奥脇 三雄（集英社）
副委員長 田中 洋輔（小学館）
副委員長 栃木 裕史（トーハン）
副委員長 山口 達郎（千代田書店）

無線タグ実証実験
推進委員会

プロジェクトマネージャー
奥脇 三雄 （集英社）

世話人 田宮 修 （小学館）
世話人 本間 広政 （JPO）
世話人・グループ長

小岩 茂樹 （講談社）

委員長 奥脇 三雄 （集英社）
幹事長 永井 祥一 （講談社）
幹事 佐藤 善孝 （小学館）
幹事 田宮 修 （小学館）
幹事 本間 広政 （JPO）
幹事 小岩 茂樹 （講談社）
委員 松村 繁樹 （筑摩書房）
委員 栃木 裕史 （トーハン）
委員 佐々木 敏夫 （日販）
委員 児玉 好史 （三省堂書店）
委員 山下 信一 （昭和図書）

委員 石川 博久 （数理計画）

出版流通トレーサビリティ
研究プロジェクト
（第３WG）
ｼｽﾃﾑ・ﾈｯﾄﾜｰｸ部会

日本出版ｲﾝﾌﾗｾﾝﾀｰ
業界諸団体・各社

幹事会

ﾀｸﾞ・ﾘｰﾀﾞｰ・
ﾗｲﾀｰ部会
（第２ＷＧ）

装着部会
（第１ＷＧ）

ICタグ技術協力企業
コンソーシアム（１０3社）

グループ長
松村繁樹（筑摩書房）

グループ長
佐野 明夫（集英社）

（より専門的にICタグﾞの出版業界への適用の可能性を検討）（無線タグの出版業界への
適用可能性並びに各種提案）

（無線タグ実証実験の実施管理）

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）

幹事 奥脇 三雄 （集英社）
幹事 田宮 修 （小学館）

幹事 永井 祥一 （講談社）
幹事 山岡 功 （大日本印刷）

幹事 永吉 久人 （凸版印刷）
幹事 田代 信光 （NTTcom）

NTTCom

技術協力企業
リーダ
大日本印刷

参加企業：１４社

技術協力企業
リーダ
数理計画

参加企業：１７社

技術協力企業
リーダ
凸版印刷

参加企業：５社

ＩＣタグ研究体制
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出版界での期待（利用領域）
１）不正流通の発見（不適正移動など）
万引き（店頭）
不正返品（倉庫）、発売日違反の発見

２）物流の効率化（仕分け、検品、保管など）と追跡管理（客注）
動脈（配本流通、注文品流通、販売確認）
静脈（返品流通）
レンタル本の流通管理（出版物貸与権獲得後）

３）在庫管理の適正化（位置確認、移動作業など）
棚卸し（倉庫、店頭）
棚番管理（倉庫、店頭、図書館）

４）マーケティング高度化（新たな需要の発掘など）
販売効果測定、売場効率（店舗レイアウト、陳列場所、展示方法、棚効率）
内容紹介（試読、立読み）

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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経済効果とその可能性
• 導入対象（出版科学研究所「2003年出版指標年報」）
＊書籍 ８７,０００万冊（重版含む）

＊雑誌 ４４０,０００万冊

・文庫 ２６,０００万冊（重版含む）

・コミックス ５０,０００万冊（重版含む）

・コミック誌 １２５,０００万冊

• 周辺機器類（リーダー・ライター）
• 周辺システム・ネットワーク

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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導入に際しての課題
１、タグの単価（５円以下なら検討可能、 本音は３円以下）

２、性能・精度（メモリー容量と標準化・互換性）

３、周波数と飛距離（タグの距離能力は２～３ｍ以上）

４、リーダー・ライター等周辺機器の整備とコスト

５、データベース（メンテナンス作業とコスト）

６、ネットワーク

７、実装技術（装着のスピード、はがれない、装丁デザイン等）

８、環境問題（産業廃棄物）と人体への影響

９、プライバシーの保護

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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ＵＨＦ帯電子タグ実証実験の概要

◆実験概要

１、実環境下の電子タグの応用特性の検証

２、流通段階（倉庫・書店）で想定される利用時の読取り精度の
検証

３、流通段階（倉庫・書店）における実業務ワークフローを用いた
活用の検証

◆実験会場

１、昭和図書（株）越谷物流センター 【埼玉県越谷市】

２、（株）三省堂書店・自遊時間 【東京都千代田区】

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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パレット
写真

実証テーマ 物流倉庫での電子タグ読取精度の検証

物流倉庫、書店における電子タグのＵＨＦ帯読取精度を検証することにより、実際の導入時に
おいて想定される課題の絞込み、明確化を行う

物流倉庫、書店における電子タグのＵＨＦ帯読取精度を検証することにより、実際の導入時に
おいて想定される課題の絞込み、明確化を行う

（１）現状ワークフローにおける読取精度の検証
＜物流倉庫＞
パレット、オリコン、カゴ、ダンボール、束、棚番等
重量チェック⇒中身チェック
＜書店＞
ダンボール、束、棚番等

出版倉庫

カゴ
写真

ダンボー
ル
検品

棚管理

①パレット上の書籍の荷積状態、読取距離による読取精度の検証

②棚番管理を想定した場合の同時読取数等の読取精度の検証

③タグの貼付位置の違いによる読取精度の検証（本・パレット等）

④物流現場での破損、落下等による障害発生状況の把握
梱包を開梱せず書籍にアクセス可能（透視機能）か

複数の書籍も
一括読み取り可能か

（２）現状ワークフローの改善の可能性の
検証

取次倉庫 書店
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実証テーマ 店頭における万引防止効果等の検証

⇒万引に対するリアルタイムな対応の可能性

⇒万引に対するトレース/防止の仕組み確立

・棚卸、在庫管理等の簡便化に繋がるか否かの実
証を行う

・現行の万引き防止システムの代替システムになるか
否かの実証を行う
・ゲートの通過速度、距離、持ち出し形態（鞄の中、ア
ルミ等の遮蔽物の影響）、同時読み取り数等の精度の
検証

現在書店の課題として最も顕在化している万引対策へのＵＨＦ帯電子タグ活用に関して以下の
２項目について実証実験を行う
（１）ＵＨＦ帯における読取装置の精度の検証（速度・距離・同時読取数）
（２）万引されてしまった後のトレーサビリティ管理を行うことにより、万引き抑止への効果等の
実証 また、棚卸や在庫管理等書店業務の効率化検証も合わせて行うこととする

現在書店の課題として最も顕在化している万引対策へのＵＨＦ帯電子タグ活用に関して以下の
２項目について実証実験を行う
（１）ＵＨＦ帯における読取装置の精度の検証（速度・距離・同時読取数）
（２）万引されてしまった後のトレーサビリティ管理を行うことにより、万引き抑止への効果等の
実証 また、棚卸や在庫管理等書店業務の効率化検証も合わせて行うこととする
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ネットワーク

入出荷情報 書籍マスタ

三省堂書店
(千代田区)

昭和図書物流ｾﾝﾀｰ
(越谷市)

書誌情報

リーダ・
ライタ

ADSL

リーダ制御

AP

クライアントPC

アンテナ

ADSL

APサーバPC

AP

ID問い合わせ出荷情報 ID
問
い
合
わ
せ

検
品
情
報

リーダ・
ライタ

リーダ制御

AP

クライアントPC

アンテナ

ADSL

在庫情報

(SSL) (SSL)

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）

システム構成図



13

2004/03/24 13

◇ＵＨＦ帯（タグ＆リーダ／ライタ） ：５社
株式会社日本ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ/日本ｱｰﾙｴﾌｿﾘｭｰｼｮﾝ株式会社/
ﾏｲﾃｨｶｰﾄﾞ株式会社/東ﾚｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ株式会社 /ｵﾑﾛﾝ株式会社 /

◇ 13.56MHz（タグ＆リーダ／ライタ） ：２社
株式会社日立製作所/王子製紙株式会社

◇情報管理サーバ ：１社
ｻﾝﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社

◇実験支援 ：5社
株式会社ﾃﾞﾝｿｰｳｴｰﾌﾞ／大日本印刷株式会社/凸版印刷株式会社/
株式会社数理計画/NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ株式会社

＋間接的支援 ：ｺﾝｿｰｼｱﾑ会員企業90社

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）実証実験参加企業（敬称略）
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日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）

今後の取組

（１）出版物の個品管理をすることによる検品作業等の業務の効率化
（２）価値の高いマーケティング情報の取得
（３）市場流通量の適正化、スピード化
（４）盗難品流通の阻止（リサイクルブック協議会との協議）

諸
課
題
の

解
決
へ

☆ 出版業界電子タグ実証実験
☆ ＩＣタグ研究員会・コンソーシアム合同ワーキングによる研究活動
☆ 流通システム開発センター、ＥＣＯＭ等公的機関における研究活動
☆ 経済産業省、総務省等、省庁による支援事業 等

業界適用の可能性の検討
今後もあらゆる研究活動を実施
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【 参 考 資 料 】

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）



16

2004/03/24 16

インフラセンターの組織概要
＊名 称 有限責任中間法人 日本出版インフラセンター

（中間法人法に基づく法人組織）

＊略 称 出版インフラセンター、ＪＰＯ

＊所在地 東京都新宿区袋町６ 日本出版クラブ会館内

＊代表者 相賀昌宏〔おおがまさひろ〕 （小学館代表取締役社長）

＊設 立 2002年４月12日

＊基 金 300万円

＊設立団体 日本書籍出版協会、日本雑誌協会、日本出版取次協会

日本書店商業組合連合会、日本図書館協会

＊一般社員（2004年３月現在）
小学館、講談社、集英社、文藝春秋、新潮社、日本出版販売、角川書店、筑摩書房、学習研究社、太洋社、

ポプラ社、秋田書店、白泉社、インプレス、三省堂書店、主婦の友社、全国大学生協連、昭和図書、出版倉

庫流通協議会、偕成社、数理計画、旺文社、栗田出版販売

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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インフラセンター運営委員会
・委員長 野間省伸 （講談社・代表取締役副社長）

・ 副委員長 橋 昌利 （日本出版販売・常務取締役）

・ 副委員長 志賀健一 （日本書店商業組合連合会･副会長）

・ 副委員長 佐藤善孝 （小学館・社長室執行役員）
・ 委員長補佐兼広報担当

永井祥一 （講談社・販売開発部次長）

・ 委 員 大島道夫 （新潮社・パーソナル事業部長）
・ 委 員 田中達治 （筑摩書房・取締役）
・ 委 員 野辺忠史 （トーハン・執行役員雑誌営業部長）
・ 委 員 山本良文 （大阪屋・仕入部長）
・ 委 員 橋本 明 （紀伊國屋書店・店売推進部長）

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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インフラセンターの目的
次の課題を、出版業界で総合的かつ統一的に展開して達成

することを目的とする。

１、出版流通の改善を図り読者の顧客満足度を高め、出版

情報および出版業界システムの基盤整備により業務の共

同化・標準化等を進め、業界内の効率化を図る。

２、出版および出版関連産業の発展に寄与する多様なテー

マの研究作業を進め、その早期実現を図る。

（定款から）

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）
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インフラセンターの事業
１、出版情報の収集と配信および出版情報等の標準フォーマットの作

成と普及促進

２、出版情報提供者の情報システム基盤整備および電子データ交換シ

ステム基盤整備の支援

３、出版物の流通迅速化とトレーサビリティ向上の研究

４、知的財産活用のビジネスモデル及び著作権等管理事業の研究

５、その他、インフラセンターの目的を達成するために必要な事項

（定款から）

日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）


